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府立豊島高等学校 

校長 宮地 宏明 

 

令和５年度 学校経営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

豊島高等学校の校訓である「克己」の精神に基づき、「自主・自律」の精神を育み、心豊かで、将来にわたり学び続ける自己教育力を備えた人物を育成することで

ある。 

１ 将来の自己実現の志をしっかり持たせ、新たな時代に対応する確かな学力と時代の変化に対応できる主体性や課題解決能力を身につけさせる 

２ 普通科専門コース制を有する学校として、各コースの特色を活かすとともに、生徒の多様な進路の実現に向け、キャリア教育の充実を図るとともに、地域との

連携を推進しながら、探究的な学びを充実させ、創造力・思考力・発信力等の育成をめざす。 

３ 「Smile&Positive」、「あと一歩、前に進もう」をスローガンに、笑顔を絶やさず常に前向きに何事にも取り組む人材の育成をめざす。 

 

２ 中期的目標 

１ 確かな学力の定着と学びの深化 

（１）主体的に学ぶ習慣の育成を図り、総合的な学力の向上を図る。 

ア 授業の準備と振り返りを常に行わせ、主体的に学ぶ態度を育成し、またそれを授業の評価・改善につなげる。 

イ 主体的・対話的で深い学びが行えるよう授業展開を工夫し、生徒の学習意欲を向上させ学習内容の定着を図る。また、グループワークやペアワーク、

１人１台の端末を活用するなどして、協働的な学びを授業で実践していく。 

ウ 学力生活実態調査等を活用しながら、生徒の学びの習慣や学習への取り組み状況、学習到達度の推移を把握し、個人や家庭でできる学びと、授業の

中でしかできない学びを整理して、指導法（シラバスの工夫や授業展開の方法等）を追究していく。 

エ 授業外の校内での学習活動の充実を図るため、図書室、進路自習室、進学特別ルーム（会議室）、アドバンス学習室（視聴覚室）の積極的な活用を

行う。また、放課後や考査前の補習の機会を増やし、学習産業の教材も活用しながら効率的に自分に合った課題に取り組ませて、学習習慣の定着、

そして学力アップを図る。 

※学校教育自己診断（生徒）「本校の授業で、『自分で考える力』が身についた」の肯定率を３年後に 88%にする（令和２年度 67%、令和３年度 69％、

令和４年度 81%）。同じく「本校の授業等で、「物事に対する理解力」が、以前より身に付いてきていると思う」の肯定率を３年後に 88%にする（令

和２年度 68%、令和３年度 72％、令和４年度 83%）。同じく「本校の授業では、自分で物事を調べ、発表する機会がある」の肯定率を３年後も 90%

以上を維持する（令和２年度 72%、令和３年度 76％、令和４年度 92%）。 

学力生活実態調査（２年生４月時点）で、生徒のゾーン占有率の低下をできるだけさせない。３年後には Bまでの人数の全体に対する割合を 44%、

同じく Dの割合を 10%以下とする（Bまでの割合：令和２年度 33%、令和３年度 31%、、令和４年度 38%、D の割合：令和２年度 16%、令和３年度 15%、

令和４年度 13%） 

同（保護者）「子どもは授業が分かりやすく楽しいと言っている」（令和２年度 45%、令和３年度 45%、令和４年度 53%）の肯定率を３年後に 65%

にする 

（２）「個別最適な・協働的な学び」、「課題解決型の授業」の創造に取り組む。 

ア 様々な教科・科目で単元・題材等内容のまとまりや区切りの中で、パフォーマンス課題等に取り組ませ、生徒に自分の学習状況を常に振り返らせ、

グループワーク・班別討論～発表・相互評価活動に取り組ませる。その中で様々なワークを取り入れた授業展開を行い、授業の中で「個別最適な・

協働的な学び（主体的・対話的で深い学び）」の実践につなげていく。 

イ 観点別学習状況の評価を進めながら、計画・実践（指導）・評価・改善による検証を行い、指導と評価の一体化をすすめる。 

  特に、主体的学びの評価の在り方について研究を進める。 

ウ ICT 機器を効果的に活用しつつ、１人１台の端末の活用をさらに進める。また、コミュニケーションツールとしての活用等の推進に努める。 

※学校教育自己診断における「本校の授業等で、『発表する力』（プレゼンテーション能力）が身に着いた」の肯定率を３年後に 88%にする（令和２

年度 61%、令和３年度 67%、令和４年度 80%）。同様に、「本校の授業等で、『相手とコミュニケーションする力』が身に着いた」の肯定率を３年後

に 90%以上にする（令和２年度 67%、令和３年度 73%、令和４年度 85%） 

（３）生徒の進路実現の支援 

ア ３年間の進路指導方針・計画の作成し、進路希望に合わせた進路指導および情報提供、進学講習等を計画的に実施し、早い段階での進路意識の醸成

に努める。 

イ 校内における進学講習や補習および土曜日の活用など、夏季勉強合宿の継続及び one_day 勉強合宿の拡充をめざす。 

ウ 外部模試の計画的・積極的な受験を推進し、生徒が自分の目標と到達度を的確に理解する指導体制を作る。 

※４年制大学進学率 60%を維持する。 

※STEP UP CHALLENGE DAY（土曜勉強会）や夏季勉強合宿及び one_day 勉強合宿の参加生徒参加数（９日間ののべ人数）を３年後に 300 名にする 

（令和２年度：土曜講習 35 名、コロナのため合宿中止、令和３年度：土曜講習参加者 34名、one_day 勉強合宿 120 名、令和４年度：STEP UP CHALLENGE 

DAY（土曜勉強会）47 名、夏季勉強合宿 57名及び one_day 勉強合宿 149 名） 

※学校教育自己診断（生徒）における「本校では、進路についての情報をよく知らせてくれる」の肯定率を３年後に 88%にする。（令和２年度 69%、

令和３年度 75%、令和４年度 81%） 

 

２ 社会や様々な物事への興味・関心を拡げ、地域・大学・企業等との連携や多様な人材との連携・協働の中で、自らの将来を見据え人生を自ら切り拓いて

いく態度を育成する取組みの推進 

（１）キャリアデザインについて考えさせる 

ア 自分の人生・生き方・進路について「キャリアデザイン」を考えさせることを、「総合的な探究の時間」・「LHR」を活用して推進する。 

イ 入学から卒業までの段階を踏んだ計画に基づき、進路先の更に先にある職業意識を育成する。 

ウ 「総合的な探究の時間」の授業内容を充実させ、生徒の多様な進路の実現に向けた、実社会とつながるキャリア教育の充実を図るとともに、地域と

の連携を推進しながら、創造力・思考力・発信力等の育成を行う。 

エ 社会制度等への意識を高める 

社会情勢や社会全体の課題、そして政治への関心を高めるよう LHR 等を活用して、社会人としての意識を高める 

  ※学校教育自己診断（生徒）における「本校の授業等で、『発表する力』（プレゼンテーション能力）が身に着いた」の肯定率を３年後に 90%以上に

する（令和２年度 61%、令和３年度 67%、令和４年度 80%）。同様に、「本校の授業等で、『相手とコミュニケーションする力』が身についた」の肯

定率を３年後に 90%以上にする（令和２年度 67%、令和３年度 73%、令和４年度 85%） 
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「将来の進路や生き方について考える機会がある」の肯定率を３年後に 90%以上にする。（令和２年度 79%、令和３年度 82%、令和４年度 85%） 

（２）人権を尊重する意識・態度の育成と自己肯定感の醸成 

ア 様々な分野・年齢の講師による講演等、計画的に人権教育を実施し豊かな心を育む教育を推進する。また、いじめを未然に防止し、早期に発見 

・解決するために、いじめに関する校内組織を中心に継続的・組織的に取り組む。 

イ 学校行事・学年行事の企画・立案・運営に生徒が関わる機会を作り、達成感を感じられるよう取組みをすすめる。 

ウ 授業等すべての活動において、集団活動を通して他者と望ましい人間関係・協働関係を構築できるようなカリキュラムをくむ。 

※学校教育自己診断（生徒）「本校では、人権尊重や命の大切さについて学習する機会が多い」の肯定率を３年後も 90%以上を維持する（令和元年

度 77%、令和２年度 77%、令和３年度 82%、令和４年度 91%）、「本校入学後、自分は前より成長したと思う」の肯定率を３年後に 90%以上を維持で

きるようにする（令和２年度 78%、令和３年度 82%、令和４年度 88%）。 

 

３ 自主・自律の精神を養い、将来にわたり学び続ける自己教育力を備えた生徒の育成 

（１）社会性の育成、規範意識・マナーの向上に取り組む。 

ア 時間管理（自己管理）の意識の向上を図ると同時に、授業のベル即開始を徹底する。 

イ 毎日の登下校時及び毎授業時間の開始・終了時の挨拶の励行。 

ウ 「交通安全講習」、「薬物乱用防止」、「情報リテラシー・モラル」等を行い、社会性の育成に努める。特に情報や情報技術を適切かつ安全に活用して

いくための資質・能力を身に付けさせる。さらに、生徒が加害者にも被害者にもならないように取組みを行う。 

エ 「挨拶」・「身だしなみ」・「規律」・「自転車のマナー」等に関する生徒の規範意識を高めるため、家庭との連携のもと、日常の学校生活のあらゆる場

面において全ての教員が積極的に生徒に声をかけ指導する。また、学習環境の整備、自己管理・安全管理の指導を強化し、日常的な清掃活動にも取

り組ませる。 

学校教育自己診断（生徒）「学校生活について先生の指導には納得できる」（令和２年度 54%、令和３年度 58%、令和４年度 68%）、（保護者）「本校の

生徒指導の方針に共感できる」（令和２年度 60%、令和３年度 60%、令和４年度 74%）、「本校の生活指導は、家庭との連携のもとに行われている」 

（令和２年度 42%、令和３年度 45%、令和４年度 67%）の肯定率をそれぞれ３年後に 80%にする。 

（２）課外活動で、地域社会との繋がりや多様な人との協働等により、将来にわたり学び続ける自己教育力を備えた生徒の育成に努める 

ア 生徒の心の教育をさらに推し進めるためにも、部活動の充実に努め、入学時のクラブ紹介、体験入部等の企画をさらに立案・計画し継続する。 

イ 部活動だけでなく生徒会・クラス委員を中心とした様々な活動に取り組ませる。特に校内清掃だけでなく、校外の地域清掃に積極的に取り組ませる。 

ウ 生徒会活動や学校行事のさらなる活性化に継続して取り組み、生徒が主体的に運営する機会を増やす。 

エ 文化や習慣の違いを尊重する精神等を育むため、地域や大学等との連携した活動や交流（オンラインも含む）を促進する。 

※学校教育自己診断の生徒「学校行事および部活動における平均肯定率」を３年後に 88%にする。（令和２年度 72%、令和３年度 75%、令和４年度 79%） 

 

４ 学校全体の課題を共有して、解決に向けて取り組む 

（１）分掌部会等の開催と他分掌や学年との連携を高める 

ア 業務の継承を行い、業務の効率化をすすめる。業務マニュアルの見直しを含めて総括を行い、次年度への改善点の洗い出しを行う。 

イ 運営委員会等の既存組織を課題解決の中心として活用推進する。 

ウ 分掌間、分掌と学年の連携を高めるため、スケジュールの共有や会議内容の共有を積極的に行う。 

 ※学校教育自己診断の「本校では、様々な教育問題に対して、学校全体で日常的に話し合っている」肯定率を３年後に 80%にする。 

（２）教員の働き方改革への取組みを推進 

  ア 業務分担の見直し、グループウェア等を活用した校務運営の効率化、一斉退庁日の実施を徹底する。 

  イ 様々な会議資料の事前配付により、会議の効率化、ペーパーレス化をさらにすすめる。 

  ウ 運営委員会や職員会議等に向けては、事前に検討課題を関係部署に提示して意見集約をしておき、検討～決定のプロセスをスムーズにし、見える化

を図りながら会議の効率化をすすめる 

   ※職員会議の時間について 50 分以内を目標とする。 

（３）職員研修の充実と授業改善に向けた取り組みに積極的に取り組む 

  ア 「授業研究委員会（仮称）」を立ち上げ、授業公開や指導法研修等に学校全体として取り組む 

イ １人１台端末のさらなる活用に取り組む。とくに授業のライブ配信・オンデマンド配信だけでなく、会議システムの活用についてもすすめていく 

ウ 校内の授業研究・研修の実施や周辺校との授業の相互見学・研修への取組みをすすめる 

エ また、生徒理解・対応等や多様性への対応、人権について研修に努める 

※学校教育自己診断（教員）「教科指導に関するに教職員の連絡体制や研修体制が充実している」肯定率を３年後に 75%にする。 

（令和２年度 53%、令和３年度 35%、令和４年度 64%） 

学校教育自己診断（教員）「HR運営や生徒指導等について教職員の連絡体制や研修体制が充実している」肯定率を３年後に 65%にする。 

（令和２年度 39%、令和３年度 42%、令和４年度 44%） 

学校教育自己診断（生徒）の「本校の先生たちは、様々なこと（授業・部活・その他の仕事）に熱心に取り組んでいる」の肯定率を３年後には 

88%にする。（令和２年度 70%、令和３年度 69%、令和４年度 80%） 

（４）広報活動と地域連携の充実 

ア ホームページの全面改訂に伴い、適時更新などできるだけ多くの情報発信に努める。学校説明会や中学校との連携（中学校訪問など）をさらに充実

させ、広報活動に取り組む。 

イ 創立 50周年を見据え、生徒・保護者・教員・同窓会等の連携体制を推進していく。 

※ 学校教育自己診断（保護者）「本校は、教育活動の中身について、学年便りやホームページで情報提供している」の肯定率を３年後に 90％以上にす

る。（令和２年度 76%、令和３年度 73%、令和４年度 87%） 

 

 

 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和  年  月実施分］ 学校運営協議会からの意見 

・  
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３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標[R４年度値] 自己評価 

１ 
 
確 
か 
な 
学 
力 
の 
定 
着 
と 
学 
び 
の 
深 
化 

（１）主体的に学ぶ習慣の育成
を図り、総合的な学力の向上を
図る。 
ア 
主体的に学ぶ態度を育成 
授業の評価・改善 
 
 
イ 
主体的・対話的で深い学びが行
える授業展開の工夫 
学習意欲向上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ 
個人や家庭でできる学びと授業
でしかできない学びを整理する 
 
 
 
 
 
 
 
 
エ 
授業外の校内での学習活動の充
実 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）「個別最適な・協働的な学
び」、「課題解決型の授業」の創
造に取り組む。 
ア 
パフォーマンス課題への取組授
業の中で「個別最適な・協働的
な学び（主体的・対話的で深い
学び）」の実践 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ 
指導と評価の一体化をすすめ
る。特に、主体的学びの評価の
在り方について研究を進める 
 
 
 
ウ 
１人１台端末の活用をさらに進
める 
 
 
 
（３）生徒の進路実現の支援 
ア 
３年間の進路指導方針・計画の
作成 
早い段階での進路意識の醸成に
努める。 
 
 

（１）主体的に学ぶ習慣の育成を
図り、総合的な学力の向上を図
る。 
ア 授業の準備と振り返りを常
に行わせ、主体的に学ぶ態度を育
成し、またそれを授業の評価・改
善につなげる。 
 
イ グループワークやペアワー
ク、１人１台の端末を活用するな
どして、協働的な学びを授業で実
践していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ 学力生活実態調査等を活用
しながら、生徒の学びの習慣や学
習への取り組み状況、学習到達度
の推移を把握し、個人や家庭でで
きる学びと授業の中でしかでき
ない学びを整理して、指導法（シ
ラバスの工夫や授業展開の方法
等）を追究していく。 
 
 
 
エ 授業外の校内での学習活動
の充実を図るため、図書室、進路
自習室、進学特別ルーム（会議
室）、アドバンス学習室（視聴覚
室）の積極的な活用を行う。また、
放課後や考査前の補習の機会を
増やし、学習産業の教材も活用し
ながら効率的に自分に合った課
題に取り組ませて、学習習慣の定
着、そして学力アップを図る。 
 
 
 
 
ア 様々な教科・科目で単元・題
材等内容のまとまりや区切りの
中で、パフォーマンス課題等に取
り組ませ、生徒に自分の学習状況
を常に振り返らせ、グループワー
ク・班別討論～発表・相互評価活
動に取り組ませる。その中で様々
なワークを取り入れた授業展開
を行い、授業の中で「個別最適
な・協働的な学び（主体的・対話
的で深い学び）」の実践につなげ
ていく。 
 
イ 観点別学習状況の評価を進
めながら、計画・実践（指導）・
評価・改善による検証を行い、指
導と評価の一体化をすすめる。特
に、主体的学びの評価の在り方に
ついて研究を進める 
 
ウ ICT 機器を効果的に活用しつ
つ、１人１台端末の活用をさらに
進める。また、コミュニケーショ
ンツールとしての活用等の推進
に努める。 
 
 
ア ３年間の進路指導方針・計画
の作成し、進路希望に合わせた進
路指導および情報提供、進学講習
等を計画的に実施し、早い段階で
の進路意識の醸成に努める。 
 
 

 
 
ア・学校教育自己診断（生徒）「本校

の授業を十分に理解するために
は、予習や復習が必要である。」
の肯定率を 80%［78%］にする。 

 
 
イ・学校教育自己診断（生徒）「本校

の授業で、『自分で考える力』が
身についた」の肯定率を 83%
［81%］にする 

・同じく「本校の授業等で、「物事
に対する理解力」が、以前より
身に付いてきていると思う」の
肯定率を 85%［83%］にする 

・「本校の授業では、自分で物事を
調べ、発表する機会がある」の
肯定率 90%以上を維持する［92%］ 

・また、学校教育自己診断（保護
者）「子どもは授業が分かりやす
く楽しいと言っている」の肯定
率を 55％［53%］にする 

 
ウ・学力生活実態調査（２年生４月

時点）で、生徒のゾーン占有率
の低下をできるだけさせない。
３年後には B までの人数の全体
に対する割合を 44%、同じく D
の割合を 10%以下とする（B まで
の割合：令和２年度 33%、令和３
年度 31%、、令和４年度 38%）、（D
の割合：令和２年度 16%、令和３
年度 15%、、令和４年度 13%） 

 
エ・学校教育自己診断（生徒）「本校

では、授業以外にも、補習や講
習が充実している」の肯定率を
80%にする［78%］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア・学校教育自己診断（生徒）にお

ける「本校の授業等で、『発表す
る力』（プレゼンテーション能
力）が身に着いた」の肯定率を
82%［80%］、 

・同様に、「本校の授業等で、『相
手とコミュニケーションする
力』が身に着いた」の肯定率を
87%［85%］にする 

 
 
 
 
イ・学校教育自己診断（生徒）「本校

での学習評価（成績）は、テス
トの得点以外の部分（観点）か
らも評価されていると思う」の
肯定率を 88%にする［86%］ 

 
 
ウ・学校教育自己診断（生徒）「本校

の授業（実習・演習を含む）で
は、コンピュータやプロジェク
ターを活用している」の肯定率
95%にする［93%］ 

 
 
ア・４年制大学進学率 60%を維持す

る。 
・学校教育自己診断における「本
校では、進路についての情報を
よく知らせてくれる」の肯定率
を 83%［81%］ 
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イ 
進学講習や補習の充実 
夏 季 勉 強 合 宿 の 継 続 及 び
one_day 勉強合宿の拡充 
 
 
 
 
 
 
ウ 外部模試の計画的・積極的
な受験を推進 
 
 

イ 校内における進学講習や補
習および土曜日の活用など、夏季
勉強合宿の継続及びone_day勉強
合宿の拡充をめざす。 
 
 
 
 
 
 
ウ 外部模試の計画的・積極的な
受験を推進し、生徒が自分の目標
と到達度を的確に理解する指導
体制を作る。 

イ・土曜講習や夏季勉強合宿及び 
one_day 勉強合宿の参加生徒参加数
（９日間ののべ人数）220 名を目標と
する（令和２年度土曜講習 35 名コロ
ナのため合宿中止、令和３年度土曜
講習参加者 34 名、one_day 勉強合宿
120名、令和４年度STEP UP CHALLENGE 
DAY（土曜勉強会）47 名、夏期勉強合
宿 57 名、One Day 勉強合宿 149 名） 
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（１）キャリアデザインについ
て考えさせる 
ア 
キャリアデザインを考えさせる 
 
 
 
 
イ 
進路先の更に先にある職業意識
を育成 
 
ウ 
「総合的な探究の時間」の授業
充実からキャリア教育の充実、
地域連携を推進し、創造力・思
考力・発信力等の育成を行う 
 
 
 
 
エ 
社会制度等への意識を高める 
 
 
 
 
オ 
英語４技能の育成 
 
 
 
（２）人権を尊重する意識・態
度の育成と自己肯定感の醸成 
ア 
人権教育の推進 
いじめ未然防止、早期発見・解
決 
 
 
 
 
イ 
生徒の自治活動の支援 
 
 
 
ウ 
集団活動を通して望ましい人間
関係・協働関係を構築 

 
 
ア 自分の人生・生き方・進路に
ついて「キャリアデザイン」を考
えさせることを、「総合的な探究
の時間」・「LHR」を活用して推進
する。 
 
イ 入学から卒業までの段階を
踏んだ計画に基づき、進路先の更
に先にある職業意識を育成する。 
 
ウ 「総合的な探究の時間」の授
業内容を充実させ、生徒の多様な
進路の実現に向けた、実社会とつ
ながるキャリア教育の充実を図
るとともに、地域との連携を推進
しながら、創造力・思考力・発信
力等の育成を行う。 
 
 
エ 社会制度等への意識を高め 
社会情勢や社会全体の課題、そし
て政治への関心を高めるよう LHR
等を活用して、社会人としての意
識を高める 
 
オ 国際共通語として中心的な
役割を果たしている英語の４技
能（聞く・話す・読む・書く）を
バランスよく育成する。 
 
 
 
ア 様々な分野・年齢の講師によ
る講演等、計画的に人権教育を実
施し豊かな心を育む教育を推進
する。また、いじめを未然に防止
し、早期に発見・解決するために、
いじめに関する校内組織を中心
に継続的・組織的に取り組む。 
 
イ 学校行事・学年行事の企画・
立案・運営に生徒が関わる機会を
作り、達成感を感じられるよう取
組みをすすめる。 
 
ウ 学校における授業をはじめ
とするすべての活動において、集
団活動を通して他者と望ましい
人間関係・協働関係を構築できる
ような計画をくむ。 

 
 
ア・イ 
・学校教育自己診断（生徒）「将来

の進路や生き方について考える
機会がある」の肯定率を 87%
［85%］ 

 
 
 
 
 
ウ・エ・オ 

・学校教育自己診断（生徒）「本校
入学後、自分は前より成長した
と思う」の肯定率 90%以上を維持
する［88%］。 

・同「本校の授業で、『自分で考え
る力』が身についた」の肯定率
を 83%［81%］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア・学校教育自己診断（生徒）「本校

では、人権尊重や命の大切さに
ついて学習する機会が多い」の
肯定率を３年後も 90%以上を維
持する［91%］ 

 
 
 
イ・ウ 
 ・学校教育自己診断（生徒）「本校

で、かけがえのない友人に出会
えた」の肯定率 90%以上［92%］ 

  

 



№２０４ 

 

府立豊島高等学校 

３ 

自
主
・
自
律
の
精
神
を
養
い
、
将
来
に
わ
た
り
学
び
続
け
る
自
己
教
育
力
を
備
え
た
生
徒
の
育
成 

（１）社会性の育成、規範意識・
マナーの向上に取り組む。 
ア 
時間管理（自己管理）の意識向
上 
 
イ 
毎日の登下校時及び毎授業時間
の開始・終了時の挨拶の励行 
 
ウ  
社会性の育成 
特に情報や情報技術の安全な活
用 
 
 
 
 
 
エ 
家庭との連携のもと、生活面の
指導を行う 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）課外活動で、地域社会と
の繋がりや多様な人との協働等
により、将来にわたり学び続け
る自己教育力を備えた生徒の育
成に努める 
ア 
部活動の充実 
 
 
 
 
イ 
生徒会・クラス委員の様々な活
動の充実 
 
 
 
ウ 生徒会活動や学校行事のさ
らなる活性化 
 
 
 
エ 文化や習慣の違いを尊重す
る精神等を育む 

 
 
ア 時間管理（自己管理）の意識
の向上を図ると同時に、授業のベ
ル即開始を徹底する。 
 
イ 毎日の登下校時及び毎授業
時間の開始・終了時の挨拶の励
行。 
 
ウ 「交通安全講習」、「薬物乱用
防止」、「情報リテラシー・モラル」
等を行い、社会性の育成に努め
る。特に情報や情報技術を適切か
つ安全に活用していくための資
質・能力を身につけさせる。さら
に、生徒が加害者にも被害者にも
ならないように取組みを行う。 
 
エ 「挨拶」・「身だしなみ」・「規
律」・「自転車のマナー」等に関す
る生徒の規範意識を高めるため、
家庭との連携のもと、日常の学校
生活のあらゆる場面において全
ての教員が積極的に生徒に声を
かけ指導する。また、学習環境の
整備、自己管理・安全管理の指導
を強化し、日常的な清掃活動にも
取り組ませる。 
 
 
 
 
 
 
ア 生徒の心の教育をさらに推
し進めるためにも、部活動の充実
に努め、入学時のクラブ紹介、体
験入部等の企画をさらに立案・計
画し継続する。 
 
イ 部活動だけでなく生徒会・ク
ラス委員を中心とした様々な活
動に取り組ませる。特に校内清掃
だけでなく、校外の地域清掃に積
極的に取り組ませる。 
 
ウ 生徒会活動や学校行事のさ
らなる活性化に継続して取組み、
生徒が主体的に運営する機会を
増やす。 
 
エ 文化や習慣の違いを尊重す
る精神等を育むため、地域や大学
等との連携した活動や交流（オン
ラインも含む）を促進する。 

 
 
ア・イ・ウ・エ 
・学校教育自己診断（生徒）「学校

生活について先生の指導には納
得できる」の肯定率を 70%［68%］
にする 

・同（保護者）「本校の生徒指導の
方針に共感できる」の肯定率を
76%［74%］にする 

・同（保護者）「本校の生活指導は、
家庭との連携のもとに行われて
いる」の肯定率を 69%［67%］に
する 

・学校教育自己診断（保護者）「本
校は清掃が行き届き、生徒の生
活環境が整っている」における
肯定率」を 68%［66%］にする 

・学校教育自己診断（保護者）「学
校教育の教育活動や取り組みに
ついて、本校は子どもに命を大
切にする心やルールを守る態度
を養おうとしている」の肯定率
を 76%［74%］にする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア・イ・ウ・エ 
・学校教育自己診断（生徒）「学校

行事および部活動における平均
肯定率」を 81%［79%］にする 

・学校教育自己診断（保護者）「学
校行事および部活動における平
均肯定率」を 85%［83%］にする 
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（１）分掌部会等の開催と他分
掌や学年との連携を高める 
ア 
業務の継承、業務効率化につい
て検討をすすめる。 
業務マニュアルの見直し 
改善点の洗い出し 
 
イ 
運営委員会等の既存組織を課題
解決の中心として活用推進 
 
ウ 
分掌間、分掌と学年の連携を高
める 
 
 
（２）教員の働き方改革への取
組みを推進 
ア 
業務分担の見直し、グループウ
ェア等を活用した校務運営の効
率化、一斉退庁日の実施等を徹
底する 
 
イ 
会議の効率化 
 
 

 
 
ア 業務の継承を行い、業務の効
率化について検討をすすめる。業
務マニュアルの見直しを含めて
総括を行い、次年度への改善点の
洗い出しを行う。 
 
イ 運営委員会等の既存組織を
課題解決の中心として活用推進
する。 
 
ウ 分掌間、分掌と学年の連携を
高めるため、スケジュールの共有
や会議内容の共有を積極的に行
う。 
 
 
 
ア 業務分担の見直し、グループ
ウェア等を活用した校務運営の
効率化、一斉退庁日の実施等を徹
底する 
 
 
イ 様々な会議資料の事前配付
により、会議の効率化、ペーパー
レス化をさらにすすめる。 
 

 
 
ア・イ・ウ 
・学校教育自己診断の「本校では、

様々な教育問題に対して、学校
全体で日常的に話し合ってい
る」肯定率を 66％［64%］にする 

 
・学校教育自己診断（生徒）の「本

校の先生たちは、様々なこと（授
業・部活・その他の仕事）に熱
心に取り組んでいる」の肯定率
を 82%［80%］にする 

 
 
 
 
 
 
ア・残業時間の総時間数５％以上の

時間削減を目標とする 
 
 
 
 
イ・ウ 

・運営委員会や職員会議等の時間
について50分以内を目標とする
ことを継続する。 
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ウ 
検討～決定のプロセスをスムー
ズにし、見える化を図る 
 
 
 
 
（３）職員研修の充実と授業改
善に向けた取り組みに積極的に
取り組む 
ア 
１人１台端末のさらなる活用に
取り組む 
 
 
イ 
授業研究・研修の実施 
 
 
 
 
ウ 
生徒理解、多様性への対応、人
権について研修に努める 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）広報活動と地域連携の充
実 
ア 
広報活動・情報発信に努める 
学校説明会や中学校との連携を
さらに充実させる 
 
 
 
 
 
イ 創立 50 周年を見据え、生
徒・保護者・教員・同窓会等の
連携体制を推進していく。 

ウ 運営委員会や職員会議等に
向けては、事前に検討課題を関係
部署に提示して意見集約をして
おき、検討～決定のプロセスをス
ムーズにし、見える化を図りなが
ら会議の効率化をすすめる 
 
 
 
 
ア １人１台端末のさらなる活
用に取り組む。とくに授業のライ
ブ配信・オンデマンド配信だけで
なく、会議システムの活用につい
てもすすめていく 
 
イ 校内の授業研究・研修の実施
や周辺校との授業の相互見学・研
修への取組みをすすめる 
 
 
ウ また、生徒理解・対応等、多
様性への対応、人権について研修
に努める 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア ホームページの全面改訂に伴
い、適時更新などできるだけ多く
の情報発信に努める。学校説明会
や中学校との連携（中学校訪問な
ど）をさらに充実させ、広報活動
に取り組む。 
 
 
 
イ 創立 50 周年を見据え、生徒・
保護者・教員・同窓会等の連携体
制を推進していく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア・学校教育自己診断（生徒）「本校

は生徒１人１台端末を効果的に
活用している」の肯定率 88%
［86%］にする 

 
 
イ・学校教育自己診断（教員）「本校

では、教科指導に関する教職員
間の連絡体制や研修体制が充実
している」肯定率を 66％［64%］
にする。 

ウ・学校教育自己診断（教員）「HR
運営や生徒指導等について教職
員の連絡体制や研修体制が充実
している」肯定率を 46％［44%］
にする。 

・学校教育自己診断（生徒）「本校
に入学して良かったと思う」の
肯定率を 87％［85%］ 

・同「本校でのクラスは、自分に
とって落ち着ける場所である」
の肯定率を 81％［79%］にする 

 
 
ア・学校教育自己診断（保護者）「本

校は、教育活動の中身について、
学年便りやホームページで情報
提供している」の肯定率を 89％
以上［87%］にする 

・学校教育自己診断（保護者）「本
校は教育情報について、提供の
努力をしている」の肯定率を 88%
［86%］にする 

イ・50 周年記念行事委員会を立ち上
げ、月１回の会議を開き、すす
めていく 

 


